
 
 

 
 
 コロナ禍ではありましたが、学会へ参加して参りました。開催期間中は感染拡⼤への 
懸念もある中、ワクチン接種のみならず当⽇の陰性確認を含めた安全確認・確保の中で
⾏われました。 
救急医療の重要性や必要性を改めて確認すると共に、クリニックや診療所レベルでの  
腹痛や嘔吐をはじめとする腹部救急疾患のトリアージ、機関病院との連携を含めた地域
医療の質の向上が⼤事であるとの再認識をさせて頂きました。 
 
 
 


